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1． まえがき 

  現代社会において，過度のストレスが原因で心身に問題

を抱えてしまうケースが増えている[1]．このようなストレ

スの解消を目的として“癒し”効果が期待できるマッサー

ジや映像・音楽等の活用は，世代や性別を問わずに定着し

ている．また，玩具や飲食業界などの多岐に渡る分野でも

“癒し”がキーワードとして使われるようになっている．

このような“癒し”の中で，植物から抽出した香りを使っ

た芳香療法は，阪神淡路大震災において心のケアの為に用

いられたことにより，効能や行為が認知され，日本に広ま

ったと言われている． 

 香りの効果を様々な分野で活用する研究も進められてい

る．例えば，日常生活の中で香りを情報の一つとして取り

扱う，香りウェブ[2]，香りプロジェクタ[3]，香り通信[4]

などの研究がある．また香りの覚醒効果を活用し，ドライ

バの居眠り運転防止に役立てる研究も行われている[5]． 

 ところで，個人レベルでの芳香療法活用に目を向けると，

リラクゼーション効果やリフレッシュ効果がよく知られて

おり，一般的な利用の多くがそのような目的のために行わ

れている．また，ウェブページ等で一般向けに提供される

芳香療法に関する情報は，リラクゼーション効果等に関す

る辞書的な内容が多い．しかし，芳香療法は代替療法とし

てヨーロッパをはじめとする様々な地域で利用されており，

リラクゼーション効果やリフレッシュ効果以外に各種の効

果，例えば鎮痛作用，催眠作用，抗ウイルス作用等を持つ

ことが知られている[6]．従って，日常の生活の中で，様々

な目的に対し正しい知識に基づいて適切に利用することで，

その利用価値はさらに高まると考えられる．そのためには

（１）精油に関する知識を必要なときに調べられる事・学

べる事，（２）利用者の状況や場面に合った精油を選択す

るのを支援してくれる事，（３）適した香りを芳香するた

めの利用し易い仕組みがある事，が重要と考えられる．

我々は（１）〜（３）を実現するために情報通信技術と芳

香療法を連携することを考え，検討を進めている[7]．本論

文では，芳香療法をより積極的に活用するための情報提供

を行うことができ，さらに利用者個別の状態や利用したい

各場面に合せて適切な香りを推薦し，芳香する機能を持っ

た，ウェブアプリケーションを中心とする香り活用システ

ムの試作を行ったので報告する． 

2．システム構成 

 図 1 に試作したシステムの構成を示す（Aroma と Quality 

of Life を結びつけた造語として本システムを AQOL と名付

けた）．このシステムはサーバ PC 及び JSP/Servlet で開発

したウェブアプリケーションと，ZigBee による無線通信で

制御される，香りノードと名付けた芳香器から構成される． 

 

このシステムでは，すべての操作をウェブアプリケーショ

ン上で行う．ユーザはサーバにアクセスする事ができれば，

PCやスマートフォンなどからもシステムを利用できる． 

 ウェブアプリケーションは，芳香療法の基礎知識を学ぶ

ための情報提供機能（精油名・学名・科名・香りの特徴・

揮発度・作用・主な成分・相性のいい精油・注意など）及

びそれらの情報を基に多くの種類がある精油の中から症状

に応じた香りを検索する機能，利用者の状況や場面に合っ

た精油を推薦する機能を持つ．無線化された香りノードは，

ウェブアプリケーションから操作可能で，香りを利用した

い場所に配置して複数種類の芳香を行うことが出来る． 

 付録図１にウェブアプリケーション全体の動作を示す状

態遷移図を示した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．ウェブアプリケーションとその機能 

 試作したウェブアプリケーションは大きく分けて，精油

情報の提供・検索，利用者の状態・状況や場面に適した精

油の推薦，香りノード制御の機能を有している．本章では，

精油及びユーザ情報に関するデータベース並びに，これら

機能について説明する． 

 

3.1 精油及びユーザ情報データベース 

本システムでは精油とユーザに関する情報が格納された

データベースを MySQL を利用して構築した．データベー

ス中にはテーブルごとに目的に合わせたデータが格納され

ている．ここでは主なテーブルについて説明する． 

まず，ユーザ情報関連として，ユーザの ID やパスワー

ドなどのデータを格納する“ユーザテーブル”，ユーザの

香りの好みや持病などを登録する“ユーザ補足情報テーブ

ル”，そしてユーザの持つ香りノードの情報を登録する

“ノード情報テーブル”がある．これらは，ログインした
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   図１ AQOL システムの構成 
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際にユーザ情報として使用され，検索機能や香り診断と結

びついて，より適切な結果を返すために必要となる情報で

ある． 

 次に，検索機能や香り診断を利用したときに使用される

テーブルとして，精油情報を持った“精油テーブル”，精

油の効能が登録されている“効能テーブル”，禁忌症状を

登録している“禁忌テーブル”がある．精油テーブルは，

精油名・学名・科名・香りの特徴・揮発度・作用・主な成

分・相性のいい精油・注意などの基本的な情報を提供する

辞書的なテーブルである．また，効能テーブルには精油の

持つ効能データ，例えば眠れない・肩こり・頭痛などが格

納されている．これらのテーブルは，香り診断や効能検索

を用いたときに使用される．また，禁忌テーブルには各精

油において禁忌とされる情報，例えば“高血圧”，“14 歳

以下”などの情報を格納している．  

 

3.2 精油情報検索 

 試作したウェブアプリケーションには精油情報検索のた

めに，“効能検索”“精油名検索”“香り検索”の３つの

機能を持たせた． 

 図２に“効能検索”の画面を示す． “効能検索”では最

も期待する効能，例えば“頭痛”や“不安”などの心身の

状況に適合する項目一覧から香りを探すことができる．

“効能”と“精油”の関係は多対多であるため，該当する

複数の精油情報が結果として得られる． 

 続いて，図３，図４に“精油名検索”“香り検索”の画

面をそれぞれ示す．“精油名検索”では，使用する精油情

報を精油名の直接入力もしくは頭文字から辞書的に検索す

ることが出来る． “香り別検索”では芳香療法における香

り分類である「フローラル，柑橘，ハーブ，スパイス，樹

木，樹脂，オリエンタル」の 6種からユーザが求める傾向

の香りを検索することが出来る． “精油テーブル”  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にはあらかじめから香りの特徴として上記分類の情報を持

たせており，そのデータを利用して検索を行い結果を表示

する． 

 図５は検索結果の表示例である．結果には精油を利用す

る場合に参考になる情報として名前，作用，精油の相性，

注意等の情報が含まれている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 効能検索の画面 

図３ 精油名検索の画面 

図４ 香り検索の画面 

FIT2011（第 10 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2011 by Information Processing Society of Japan and
The Instiute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 764

(第3分冊)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 精油推薦機能 
 ここでは，精油の推薦機能について説明する．精油の推

薦機能としては“香り診断”，“シーン別香り推薦”の２

つがある．  

 “香り診断”はユーザが提示された質問にチェックボッ

クスやラジオボタンなどで答えていくことにより，その日

の体調にあった精油を推薦する機能である．図６に香り診

断の処理の流れについて示している． 男性，女性それぞれ 

特有の症状があるため，性別の選択から質問を始める．次 

に禁忌チェックを行うが，これは利用者の身体に悪影響を

及ぼす精油を未然に回避するためである．禁忌症状にチェ

ックが入った場合，使用してはいけない精油として，推薦 

対象から除外される．続いて症状の入力を行う．最も気に

なる症状を“第一条件”，次いで気になる症状を“第二条

件”として選択する．選択方法としては図７に示すように，

各症状項目を選択する方式となっている． 

 一般に，精油は複数の症状に対して効果を示す．そのた

めデータベース中で，精油の持つ効能に対して効能別に，

「大変効果がある」から「ほとんど効果がない」までのポ

イント（５点から１点まで）を持たせている．現在のバー

ジョンでは推薦する精油を決める際には，まず第一条件に

対するポイントが高い順にソートし，更に第一条件に対す

るポイントが同点のグループ内で第二条件に対するポイン

トが高い順にソートして，最終的な推薦順位としている．

この推薦機能に関しては，あたかもアロマセラピストにア

ドバイスを受けたかのような結果が得られるように，ユー

ザの趣向（香りの好き，嫌い）や所持している精油などの

情報を含めた推薦を行えるように，現在，改良を進めてい

る． 

 続いて“シーン別香り推薦”について説明する．“シー

ン別香り推薦”は，使用する場所と状況からどのような精

油が効果的か推薦する機能である．図８に複数の部屋があ

る自宅での利用を前提として準備したシーン別香り推薦の

画面を示す．例えば書斎で使う場合，“頭脳が明晰になる

香り”や“リラックスできる香り”，寝室では“睡眠の質

を高める香り”や“心地よく眠りにつける香り”などが推

薦されると同時に，その精油の情報も確認できるようにな

っている．また，推薦される香りは，後述する香りノード

と連動しており，図９に示すようにウェブアプリケーショ

ンから芳香の開始，停止を行う事ができる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 検索結果の例 

図６ 香り診断システムの流れ 

図７ 香り診断症状選択画

面 
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3.4 ユーザ情報管理機能 

 これまでの説明中にもあったように，試作したウェブア

プリケーションには，ログインを行うことによってユーザ

別の情報を管理する機能を設けている．ユーザ別情報とし

ては，香りを安全に利用するにあたって必要な情報として，

“性別・年齢・持病”，また，より好みに近い香りを選出

するための情報として，“好きな香り・嫌いな香り”や

“所有している精油”を登録できる．これらの情報を，検

索機能や推薦機能と組み合わせることによって，ユーザの

心身の状態や趣向を考慮したより適切な結果を提示できる

と考えられる． 

 ウェブアプリケーションにログインしたユーザは“ホー

ムデータ”“ユーザデータ”“香りノード登録”“精油

BOX”の各機能が使用でき，各データの登録，修正が可能

となる(付録図２，付録図３)．表１に主な登録データにつ

いてまとめている． 

 “ホームデータ”では，ログインする際に必要なユーザ

基本情報等を取り扱う．“ユーザデータ”では，検索機能

や診断機能を使う際により有効な情報を提供するためのデ

ータを登録することが出来る． “香りノード登録”では

芳香器である香りノードにどのような精油がセットされて

いるかの情報を登録する． 

 “精油 BOX”ではユーザが“ユーザデータ”で“所持精

油”と登録した精油を一覧として管理しやすくした機能で

ある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3.5 香りノードとその機能 

 試作した AQOL システムでは，ウェブアプリケーション

と連携して香りを発生させるため，２種類の香りノードを

準備した．香りノードはいずれもマイコンボードと ZigBee

により，無線ネットワーク経由での制御を可能としている．

“香りノードⅠ”と名付けた図１０の機器は，6 種類の香

りを芳香することが出来る（株式会社ミラプロ社製アロマ

ジュールを利用）．多種類の香りを芳香できることから，

生活の主要空間に設置して様々な状況や環境に応じて使用

することを前提としている．また，図１１に示す香りノー

ドⅡ（株式会社アルタコーポレーション社製を利用）は，

実際の利用においては用途の限られると思われる場所，例

えば“書斎”“寝室”“玄関”“トイレ”などに設置し，

活用することを想定している（１～３種類程度まで香りを

芳香する場合）．  

 香りノードの操作はウェブアプリケーションの香りノー

ド操作用のページ“香りノード” や“シーン別香り推

薦”から行う事ができる．図１２に示すように，ウェブア

プリケーションを操作する事により，ノード制御用に準備

したコマンドを呼び出し，香りノードを無線で操作する仕

組みとなっている．香りノードの無線化により，必要な場

所に自由に配置でき，より柔軟な活用が可能となった． 

図８ シーン別香り推薦の画面 

 図９ シーン別香り推薦（香りノード操作画面） 

表１ ユーザ情報として利用するデータ 
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4．AQOL の利用例 
 例として図１３に示したような住宅の場合で考える．住

宅には居間，寝室，書斎，子供部屋など様々な部屋が存在

する．例えば居間では，日中には花粉症対策に適した香り，

夜にはリラックス効果のある香りなど，状況に合わせた香

りを活用ができる． さらに，個別の目的を持った部屋，例

えば書斎ならば，集中して作業を続けたいときに適した香

り，バスルームならば代謝を高める効果のある香り，玄関

やトイレでは，抗菌と消臭を兹ねた香りを芳香するなどが

考えられる．試作したシステムの特徴を生かし，帰宅前に

モバイル端末からのアクセスにより操作することで，事前

に適切な香りを準備しておく，なども可能である．また，

家族それぞれの情報を保存できるので，個別の状態に合わ

せたパーソナルユースにも対応できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここでは住宅での利用例を示したが，AQOL システムは，

オフィスでの作業シーンに合わせた活用，医療施設や福祉

施設での代替医療的活用，スポーツジムでの目的に合わせ

た活用など，多様な場面にも対応できると考えられる．具

体的な検討は今後の課題である． 

 

5．まとめ 
  ストレスの多い現代社会において，心や身体の健康を保

つために，様々なセルフケアが広まりつつある．その中で

も本研究では，ヨーロッパを中心に世界各地で古くから利

用されている芳香療法を日本でも今以上に有効に活用する

ことによって，生活の質の向上が出来ると考えた[8]．その

ために本論文では，芳香療法をより積極的に活用するため

の情報提供を行うことができ，さらに利用者個別の状態や

利用したい各場面に合せて適切な香りを推薦し，芳香する

機能を持った，ウェブアプリケーションを中心とする香り

活用システムの試作を行った． 

 予定した機能で未実装の部分について現在，作業を進め

ており，間もなく完了の見通しである．予定機能の完成後

は，芳香療法と結びつきがあり，健康維持の重要な要因で

ある睡眠に着目したいと考えている．例えば，ユーザの睡

眠データの収集・分析（就寝・起床時間，睡眠時間，睡眠

の質）とその生活管理へのフィードバックや，芳香器を使

った睡眠導入システム，目覚ましシステムなどについて検

討を進めたい．そして最終的には香りを中心とした，総合

的な生活の質向上システム構築を目指したいと考えている． 
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図 10 香りノードⅠ 図 11 香りノードⅡ 

図 12  香りノード制御の仕組み 

図 13 システム利用イメージ 
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付録図３ ウェブアプリケーション TOP 画面

     （ログイン後） 

付録図２ ウェブアプリケーション TOP 画面 

   （ログイン前） 

付録図１ ウェブアプリケーションシステムの状態遷移図 
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